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ツ
フ
エ
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「
ゾ
ヴ
ェ
ト
民
法
に
於
け
る
法
律
嗣
係
の
基
本
的
特
徴
と
構
造
上
の
特
質
」

’

柳

春
ぱ

生

諜

L
、

〆

は
・
し
　
が
　
き

　
　
’
私
の
慰
し
た
と
の
資
料
は
、
ソ
同
盟
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
法
律
研
究
所
な
ら
び
に
ソ
同
盟
司
法
藩
法
學
研
究
所
の
機
関
誌
陀
る
「
ソ
ヴ
エ

　
　
ト
酒
家
と
法
」
誌
（
「
ソ
ザ
ェ
ト
ス
コ
ェ
。
。
コ
ス
ダ
渉
ズ
ト
ヴ
オ
か
イ
。
プ
ラ
ヴ
オ
」
）
一
九
四
九
年
五
月
號
に
掲
載
さ
巾
た
、
オ
ー
．
エ
ス

　
！
・
ヨ
ッ
フ
ェ
氏
の
論
文
「
民
法
衡
係
の
基
本
的
特
徴
と
構
浩
的
特
質
」
Ψ
（
オ
ス
ノ
ヴ
又
イ
・
チ
ェ
ル
ト
ウ
そ
・
イ
。
ス
ト
ウ
ル
ク
ト
ウ
ル

　
　
ヌ
イ
・
す
ヴ
ェ
ン
ノ
ス
’
テ
イ
・
ぞ
フ
夢
ン
ス
コ
ゴ
・
ご
フ
ヴ
ォ
ア
ト
ゥ
ノ
シ
エ
」
ニ
ア
）
茎
質
し
た
も
の
で
あ
．
⇔
。
あ
婁
は
、
・

　
　
「
法
律
時
報
」
‘
本
年
三
月
號
に
お
け
る
懸
子
恒
夫
氏
に
よ
る
紹
介
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
ケ
に
馬
最
近
の
ソ
同
盟
に
お
け
る
代
表
的
な

　
　
就
會
主
義
民
法
理
論
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ソ
ヴ
ェ
ト
肚
會
主
義
國
蒙
の
民
法
乏
わ
れ
わ
れ
の
國
の
民
法
と
は
、
そ
の
構
造
に
お
鳴

料
・
い
て
、
そ
の
領
域
に
お
い
て
、
野
里
に
こ
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
民
怯
は
こ
あ
國
の
砒
身
方
維
濟
の
構
造
の
把
握
か
ら
し
て
．
の
η

養
み
理
蟹
れ
る
の
で
あ
る
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
猟

－
、
　
之
の
論
陣
を
澤
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
振
出
湘
二
四
年
二
月
に
當
時
法
學
蔀
二
年
生
で
あ
っ
た
額
凪
坦
暦
が
舟
橋
敏
授
0
民
法
の
演
習



、
　
煩

9

〆

h
強
い
す
る
受
領
し
て
、
包
め
て
嬰
か
ち
蒸
し
た
籍
老
の
と
照
覧
が
婁
タ
イ
プ
で
打
ち
乏
っ
て
い
喬
婆
美
よ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

這
の
葎
關
係
の
構
造
上
の
讐
嘉
定
ル
、
そ
し
て
、
民
満
規
制
の
方
禁
そ
れ
へ
適
用
さ
れ
ゐ
必
然
性
を
出
窓
づ
け
る
，
か
．

、の

]
．
關
孫
の
範
園
蓄
竃
か
に
す
る
こ
と
、
そ
の
を
は
、
・
湾
に
、
．
ソ
ζ
壼
篁
嚢
の
里
蒼
繁
の
廓
門
と
し
て

の
民
怯
の
封
象
的
規
定
を
あ
た
え
る
ご
と
を
澄
味
す
る
9
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
け
れ
ど
も
、
か
よ
ケ
な
規
定
を
つ
く
り
あ
諮
る
こ
と
は
、
重
大
な
方
法
論
的
困
難
に
つ
き
あ
た
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
民
法
の
三
三
・

の
裂
と
馨
煮
ろ
の
麗
集
、
彊
の
範
嬰
た
わ
憂
の
需
器
い
て
、
ま
有
馨
の
規
制
を
も
受
け
る
か
ち
で
あ
る
、

．
ま
た
往
渡
し
て
、
璽
の
讐
關
禁
、
難
解
脇
座
に
よ
っ
て
も
．
行
政
法
燦
の
謬
よ
つ
｛
義
化
さ
れ
る
か
ら
下
る
。
・

　
民
法
の
規
制
あ
四
温
象
と
行
政
法
の
規
制
の
封
象
と
は
相
擁
寒
し
な
い
ば
か
り
で
な
ぐ
、
　
一
定
の
部
分
に
お
い
て
は
「
致
す
る
か
ぎ
り
に

お
い
て
、
民
法
を
ソ
ヴ
土
ト
甲
種
主
養
法
の
他
の
部
門
か
ら
匠
別
す
る
こ
と
は
、
就
申
、
民
法
を
行
政
法
か
ら
薫
別
す
る
こ
と
を
豫
記
す
．

・
る
の
で
あ
る
。
る
れ
ゆ
え
に
、
「
わ
れ
わ
れ
に
湘
民
法
の
法
律
關
係
の
基
本
的
特
徴
と
構
造
的
特
質
を
規
定
し
つ
つ
、
そ
れ
を
行
政
法
の
性
　

格
的
僻
質
お
よ
び
行
政
法
閣
係
が
構
成
さ
れ
る
原
理
と
比
較
野
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
七
て
、
そ
れ
は
、
．
密
接
に
接
燭
を
保
ち
な
が

運
指
鷺
同
罵
着
信
っ
啄
る
ソ
嘆
ト
墨
遷
ろ
の
踏
援
わ
男
行
政
強
と
嘱
法
認
の
聞
の
文
身
を
亨
、



、

　
　
　
わ
れ
る
れ
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
と
磨
ヴ
隠
蟹
民
法
の
匠
分
に
度
す
る
冊
題
句
向
い
つ
つ
も
、
勿
論
、
い
圏
さ
か
も
こ
の
周
回
を
ブ
ル

　　

C
．
ア
葦
に
吉
る
鑑
盗
塁
の
勤
皇
に
攣
る
問
題
に
楚
宅
め
鳶
の
漂
な
い
．
か
よ
う
葎
近
は
否
今
回
。

　
　
そ
れ
は
、
・
わ
れ
わ
れ
は
私
的
な
も
の
を
認
め
す
、
み
れ
わ
れ
に
．
と
σ
て
は
経
濟
の
領
域
に
涛
け
る
す
べ
て
の
も
の
は
公
法
的
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
ド
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　

　
　
私
法
的
で
は
な
い
か
ら
で
認
る
。
－
ソ
同
盟
雀
お
け
る
行
政
法
お
試
び
民
法
の
概
念
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ブ
國
塚
に
お
け
　
る
公
法
お
よ
び
私
法
の

　
　
，
概
念
と
共
通
な
も
の
を
も
た
な
い
。
，
何
故
な
ら
、
ソ
ヴ
ェ
ト
法
學
は
、
行
政
法
と
民
法
芝
を
圃
宣
し
つ
つ
、
「
漁
者
，
の
樹
立
か
ら
出
「
磯
も
な

　
　
い
で
冨
二
者
が
ソ
ヴ
エ
羊
滋
會
主
義
法
の
盟
∴
．
の
体
系
の
部
門
で
あ
る
、
と
い
5
こ
と
か
ら
出
磯
す
る
か
ち
で
あ
る
。
’
方
法
論
的
に
正
し

　
　
い
且
つ
科
學
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
－
源
理
を
も
つ
ソ
ヴ
ェ
ト
法
學
的
思
惟
の
課
題
需
よ
が
寒
紅
は
、
ブ
ル
ρ
廿
ア
洗
學
の
階
級
的
課
題
お

　
　
、
ま
び
月
的
と
何
一
つ
共
通
な
磐
の
を
も
た
な
い
つ
ソ
ヴ
ェ
ト
法
學
の
前
に
献
、
そ
の
理
論
的
・
實
践
葡
意
義
が
完
全
に
確
立
さ
れ
か
つ
認

　
　
識
ざ
れ
て
い
る
と
て
ろ
・
の
課
題
が
あ
る
。
董
の
課
題
に
、
怯
律
に
表
現
さ
れ
た
髄
會
主
義
鯨
取
の
意
思
と
し
て
の
ソ
ヴ
，
エ
ト
甦
即
詰
義
法

　
　
の
塁
性
か
む
磨
稜
し
て
、
離
籍
よ
び
行
政
法
の
規
範
を
も
含
む
法
の
蓼
の
部
門
の
雲
量
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
無
二
關
僚
㊨

　
　
範
薗
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
．

　
　
　
．
、
（
じ
　
レ
ー
ニ
ン
全
集
、
’
第
ご
九
巷
、
四
一
九
頁
。

　
　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
主
は
ズ
ル
ジ
コ
ァ
法
体
系
自
体
の
う
ち
に
存
在
す
．
⇔
現
實
の
矛
盾
に
直
面
し
て
、
資
本
主
義
杜
工
め
基
本
的
矛
盾
の
解
‘
　
　
’

，
　
　
選
が
た
い
ご
ど
並
み
グ
か
ら
表
現
す
ゐ
ブ
塘
ジ
ョ
ア
法
の
敵
封
葡
牲
格
の
あ
ち
ゆ
る
痕
跡
が
そ
れ
に
よ
っ
て
拭
い
去
ら
れ
る
よ
う
な
三
明

　
　
を
」
と
の
矛
盾
に
た
・
い
し
て
あ
た
え
ん
と
試
み
る
の
で
あ
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
肚
身
動
義
法
が
公
法
ど
私
法
へ
怯
を
旧
館
す
る
と
と
を
知
ら
な
7
5

料
　
い
よ
う
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
法
學
の
前
に
は
こ
の
百
世
の
理
論
的
基
雛
づ
け
に
關
す
る
問
魑
は
あ
り
得
な
い
め
で
あ
る
ゆ
陶
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
・

　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

－
養
　
　
し
蝕
し
な
が
ら
、
ソ
ヴ
．
エ
下
枇
座
主
残
法
の
軍
一
な
体
系
を
つ
く
乃
個
々
の
法
部
門
の
駐
別
」
な
ち
び
に
、
民
法
の
規
制
の
剰
象
と
し
－
P

　
　
・
て
．
の
民
法
關
係
の
鼓
脹
を
含
む
、
’
こ
れ
ら
個
々
の
法
部
門
の
規
制
す
る
封
象
の
旺
別
は
、
理
論
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
正
し
い
科
學
的
弓

＼
，



　
　
決
を
必
要
と
す
る
、
中
心
的
な
軍
器
の
一
つ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
か
よ
う
な
問
題
の
方
法
論
的
－
意
義
は
、
▼
ソ
ヴ
ェ
ト
民
法
學
の
甥
象
を

塒
規
定
す
る
こ
と
な
な
に
そ
の
叢
を
他
の
法
學
科
の
研
究
叢
か
ら
嘉
す
る
こ
と
と
、
直
書
び
3
て
溶
。
－
　
　
満

養
翻
蝶
擁
鵡
息
義
は
、
ソ
ヴ
、
｝
弦
の
他
の
部
潤
が
規
制
さ
鵬
灸
か
吻
杜
會
關
係
⑩
範
園
の
嚴
密
な
園
丁
的
規
定
蜘

　
　
　
こ
σ
問
題
を
考
察
し
て
・
い
る
わ
が
法
嚢
腫
献
に
お
い
て
蔵
、
大
多
数
の
著
者
な
、
民
法
を
ソ
ヴ
ェ
ト
敵
會
主
義
法
の
他
の
部
門
か
ら
匠

　
　
別
す
る
外
的
な
特
徴
た
る
規
削
の
方
法
に
た
い
し
て
一
定
の
資
料
を
提
供
し
つ
つ
、
こ
の
方
法
が
輩
に
形
式
的
な
要
因
で
あ
り
、
、
澗
題
の

　
　
根
本
的
な
解
決
の
奮
捉
、
民
法
の
連
覇
糞
わ
り
、
そ
の
適
用
の
範
園
を
規
定
す
る
と
と
ろ
の
麩
關
係
の
蟹
を
確
定
す
謹

　
　
・
と
が
必
要
で
あ
み
、
層
と
い
う
で
と
に
お
い
て
一
敷
し
て
い
る
。

　
　
　
と
く
に
問
題
を
こ
の
よ
う
に
解
決
填
て
い
る
の
は
、
科
學
ア
カ
デ
・
亨
會
員
ア
・
ヤ
・
ヴ
イ
シ
ン
ス
キ
ー
で
あ
っ
て
v
彼
は
、
有
政
的

　
　
管
理
の
秩
序
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
も
の
を
除
い
た
、
ソ
ヴ
エ
、
ト
民
法
の
主
休
配
の
全
財
産
…
關
係
を
民
法
の
規
制
の
封
象
に
属
せ
し
め
て

　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
－
’

　
　
い
る
9
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
昌
　
一

　
　
　
（
ご
）
ア
ガ
デ
ミ
喜
員
ア
・
ヤ
・
ゲ
イ
シ
翼
キ
・
「
禽
盟
登
窯
筆
べ
異
會
轟
會
主
嚢
學
の
霧
」
言
ソ
ヴ
雫
國
家
と
法
」
麟
、
．
一

　
　
　
　
噛
・
九
三
九
年
第
三
號
、
・
ご
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　　

@
事
事
門
霧
の
民
草
馨
の
蓉
達
意
基
本
的
に
は
ア
カ
プ
、
、
、
τ
省
ア
。
ヤ
・
ヴ
イ
シ
ン
ス
ギ
ゐ
方
葦
筆
い
れ
、
さ
’

、
多
に
、
財
産
關
播
か
碁
々
、
妻
の
便
糎
適
量
椹
群
論
攣
る
爾
係
を
も
民
法
叢
叢
機
薦
せ
し
劫
て
い

　
　
る
。

　　

@
（
三
）
エ
ゐ
；
ガ
コ
ツ
お
よ
酌
デ
ニ
ム
・
ゲ
ン
す
㌢
っ
て
饗
蓋
た
高
舞
門
下
校
驚
喜
民
法
」
、
晃
四
撃
、
6
⊥
云

　
　
　
　
　
・
．
蕉
。
　
，
　
～
　

、
ピ
　
』
，
　
・
　
　
・
　
．
、
～

’



／

、

’

　
　
ヒ
し
か
し
な
が
ら
㍉
こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い
て
は
、
民
法
關
係
の
塒
質
を
欠
い
て
い
る
、
そ
レ
て
そ
の
か
み
〃
に
行
－
政
法
的
秩
序
に
よ
つ

　
で
規
制
せ
ら
れ
陶
そ
し
て
そ
の
た
め
に
民
法
の
範
園
外
に
あ
る
、
財
藤
壷
係
の
典
型
的
な
列
學
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
」
は
、
本
質
的
に
は
留
筆
か
ら
出
厚
し
な
い
で
、
規
制
σ
方
法
か
ら
出
饗
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
・
法
σ
之
の
睡
り
の
部
門
（
民
怯
と
行

　
政
法
－
諜
者
）
ぼ
鎖
し
て
は
　
、
財
産
關
係
が
、
あ
る
場
合
に
は
民
蔽
の
方
法
に
よ
つ
で
規
制
せ
ち
れ
、
他
の
場
合
に
は
行
政
法
の
方
法
に

　
よ
っ
て
規
制
せ
ち
れ
る
、
と
い
う
相
違
の
み
が
財
産
關
係
に
つ
い
て
撫
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
で
は
、
民
法
的
規
制
の
方
怯

　
が
民
法
の
特
質
た
る
役
割
を
演
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
、
他
の
決
定
的
な
特
徴
が
明
か
に
さ
れ
な
い
間
は
こ
の
役
割
を
演
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ピ

　
　
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
．
　
「
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
、

　
　
　
デ
・
エ
ム
。
ゲ
ン
キ
ン
教
授
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
特
徴
は
取
引
と
い
う
概
念
で
あ
っ
て
、
し
か
も
取
引
の
領
域
と
關
回
せ
る

財
産
關
係
が
・
民
藷
立
法
窺
築
三
回
れ
る
限
界
を
規
愛
翫

　
　
」
（
四
）
　
デ
・
エ
ム
・
ゲ
ン
キ
．
ン
「
ソ
ヴ
ェ
ト
民
法
の
封
・
象
」
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
國
家
と
法
」
誌
、
一
．
九
三
九
年
第
四
號
参
照
Q

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
．
取
引
と
》
う
概
念
落
体
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
っ
も
し
も
取
引
を
も
つ
て
財
産
の
額
装
の
任
意
の
手
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぼ
　
　
　

　
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
（
財
産
移
轄
の
任
意
Q
手
段
一
謬
者
）
は
、
民
法
關
係
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
す
ゐ
．
行
政
法
關
係
に
よ
っ
て
竜
媒
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
さ
れ
る
長
し
簸
引
を
流
通
の
領
域
で
あ
越
す
れ
ば
」
民
法
は
決
し
て
そ
れ
に
叢
れ
燃
。
煮
抄
を
、
エ
ス
ニ
フ
・
ケ
チ

　
　
エ
キ
ヤ
ン
教
授
が
生
産
の
領
域
と
關
博
せ
る
財
産
關
係
を
行
政
法
の
過
冷
に
含
め
つ
つ
、
流
通
の
領
域
と
關
平
せ
る
諸
停
廃
を
規
制
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　　
k
民
法
と
規
定
す
る
と
き
に
、
櫛
田
然
、
・
つ
ぎ
の
よ
う
な
遷
、
す
な
身
、
吻
譲
か
塔
農
芸
も
と
報
い
て
罠
欝
制
度

料
と
し
て
存
験
す
サ
Q
の
で
憾
な
い
か
、
ま
た
例
え
ば
、
原
料
内
設
備
、
燃
料
の
調
達
墳
金
の
分
配
に
化
す
る
産
家
の
行
政
法
令
の
よ
う
潅
法

贅
令
は
民
法
の
領
域
に
黒
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
“
う
問
題
が
お
こ
る
。
　
生
産
の
領
域
お
ま
び
流
通
の
領
域
と
關
聯
慮
る
財
産
關
係

　
・
は
、
・
民
法
の
規
範
に
よ
っ
て
も
、
行
政
法
の
規
範
に
よ
っ
て
も
規
制
せ
ら
れ
る
、
“
と
い
う
事
實
之
量
は
、
こ
れ
ち
の
規
準
の
∵
つ
も
ソ
ヴ
，

敦9（1）77
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鴨

’

せ

σ



　
　
エ
ト
民
法
な
ら
び
に
ソ
ヴ
エ
争
行
政
法
の
仔
羊
的
規
定
に
利
用
さ
偽
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
か
に
謹
明
し
て
い
ろ
。
、

料
　
　
（
五
）
　
工
箔
・
．
エ
「
フ
・
ヶ
チ
エ
キ
ヤ
ン
「
ソ
ザ
ェ
ト
批
會
主
義
法
の
体
系
に
つ
い
て
」
、
、
ソ
ヴ
ェ
ト
國
家
と
法
L
．
誌
、
噸
九
四
六
年
第
二
三
三
照
。
，
・
’
　
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

養
、
三
ム
・
ア
・
ア
ル
ジ
㍗
ノ
ブ
整
は
、
暴
縢
の
特
婆
そ
の
塞
の
叢
の
特
毯
置
い
て
陰
陰
．
す
諮
残
暴
關
，
、
σ

「，ｸ
－
－
國
家
叢
霧
捷
駐
て
で
は
な
べ
書
し
て
契
約
の
秩
停
、
相
焉
義
蓼
捲
落
ま
て
確
言
れ
る
、
ご
b

　
　
　
ゐ
六
）
、
エ
ム
。
寛
ジ
ヤ
，
ノ
ζ
ソ
望
ト
審
義
蒙
溌
幾
の
蓮
華
つ
い
三
、
．
外
ソ
望
ト
聚
と
養
誌
、
究
四
・
年
三
三
域

　
　
　
　
　
　
四
頁
q

　
　
　
方
よ
う
に
Y
．
問
題
は
、
諸
禰
係
自
体
の
惟
格
に
あ
る
の
で
は
な
く
で
、
調
馬
係
が
磯
生
す
る
基
罐
の
性
格
護
回
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

　　

ﾉ
、
問
題
の
解
謄
、
あ
ら
ゆ
る
極
悪
霧
葎
よ
つ
窺
寒
・
れ
な
い
で
、
民
法
關
係
！
契
約
、
縮
縫
譲
隠
密
が
回
す

　
る
芋
麺
の
基
礎
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
ざ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
問
題
妹
、
サ
民
法
關
係
が
獲
生
ず
る
か
か
る
猫
特
な
基
礎
に
よ
つ
て
紛
糾
す
」

　
」
る
ψ
で
は
な
く
て
踊
．
民
法
關
係
に
と
っ
て
も
行
政
法
關
係
に
と
う
て
竜
共
通
な
竜
㊨
で
あ
る
と
こ
み
の
か
か
る
基
礎
に
庸
っ
て
、
ま
さ
し

　
　
く
紛
糾
す
る
の
で
あ
る
》
と
い
、
う
事
惰
が
見
の
が
さ
れ
、
て
い
る
。
民
法
關
係
と
行
政
法
瀾
係
の
こ
の
爾
者
が
行
政
法
令
か
ら
獲
生
す
る
場

　
　
合
に
、
．
民
法
關
係
と
行
政
法
關
圧
鯛
の
湘
違
は
ど
ご
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
π
た
い
し
七
ア
ル
ジ
マ
ノ
ブ
教
授
の
規
定
は
・

　
　
解
答
を
あ
た
え
て
い
な
い
。
與
え
ら
れ
た
諸
襲
撃
に
お
け
る
器
量
者
の
相
互
義
務
の
も
と
に
お
け
る
杜
會
的
な
ち
び
に
個
人
的
所
有
め
運

　
動
の
地
盤
に
駐
’
て
嚢
生
す
る
財
産
關
係
は
民
法
に
關
難
し
、
國
家
行
政
の
地
盤
に
お
い
て
獲
生
す
る
財
産
蘭
係
は
行
政
法
に
属
す
べ
を
．

落
る
、
三
三
ゲ
・
イ
・
ぺ
掛
・
あ
墾
も
建
、
解
答
を
あ
菱
て
い
藁

　
　
　
」
（
七
）
　
ゲ
。
ぺ
あ
ロ
フ
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
の
謝
象
」
、
「
ソ
ヴ
出
ト
当
家
と
法
」
．
　
一
先
画
O
年
第
七
號
、
孤
四
頁

　
　
　
何
と
な
れ
ば
、
民
法
的
な
財
産
關
係
は
梢
互
的
な
性
格
『
ば
か
り
で
な
ぐ
ま
た
．
一
方
的
な
性
格
を
も
も
ち
得
る
の
で
あ
り
、
民
法
的
性
質

　
を
も
つ
財
産
關
係
は
ま
た
餌
家
行
政
の
地
盤
に
お
い
て
も
震
生
し
得
る
し
、
．
他
方
に
お
い
て
就
倉
的
お
函
び
価
人
的
所
有
椹
の
言
動
は
行
．



，
〆

、

　
政
法
的
秩
序
に
お
い
て
も
實
現
廿
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
エ
ム
6
エ
ム
ρ
ア
ル
ガ
コ
．
フ
教
浸
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
肚
翠
煙
義
法
の
体
系
を
構
成
す
る
に
は
そ
の
個
々
の
部
門
の
規
制
の
野
象
か
ら
出
嚢

　
　
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
と
主
張
し
つ
つ
、
、
民
法
と
行
政
法
之
の
匠
別
は
財
産
罪
係
と
組
織
關
係
と
の
境
界
線
に
滑
う
て
進
ま
ね
ば
な
ろ
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
㌃
と
考
え
て
い
る
Q
　
　
　
」
　
　
　
　
　
幽
　
し
　
’
　
～

　
　
　
鴨
八
）
ま
虜
窒
コ
フ
「
ソ
望
ト
民
法
の
翼
と
体
系
」
、
ヲ
夏
ふ
國
家
と
法
誌
、
一
詣
・
年
築
、
－
義
、
｛
帰
国
。

　
　
　
中
聞
的
惣
諸
制
度
に
關
し
て
は
、
・
・
そ
れ
ら
に
お
い
で
如
何
な
る
關
係
が
優
越
し
て
お
り
、
か
つ
所
與
の
制
度
に
と
っ
て
も
っ
と
も
特
徴

　
　
的
で
髪
か
・
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
許
ら
を
行
政
法
あ
る
い
は
民
法
に
關
係
芒
む
べ
き
で
紮
9

　
　
　
（
九
）
．
全
・
上
。
　
　
　
　
　
　
．
層
　
　
「
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
・
【
∴
　
　
、
．
．
　
　
「
．
　
．
．
　
．
　
．
〆
‘
’

　
　
　
か
よ
う
に
、
．
所
謂
中
聞
的
だ
諸
制
渡
に
關
す
る
ア
ル
ガ
コ
フ
教
授
の
規
定
ば
、
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
問
題
の
一
般
的
解
決
を
含
ん
で
い

　
　
な
い
。
も
か
も
基
本
的
な
諸
制
度
に
た
い
し
て
は
、
と
う
て
い
ア
ル
ガ
コ
フ
教
授
の
規
定
で
充
分
で
あ
る
と
見
倣
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

　
　
享
實
、
民
法
の
規
制
の
封
象
と
し
で
の
財
産
關
係
は
、
行
敷
法
の
規
制
の
封
象
た
る
組
織
關
係
と
何
に
よ
っ
て
商
標
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
“

　　

@
組
織
關
係
縫
力
と
服
從
の
關
係
で
あ
る
・
と
ア
雰
ゴ
薮
授
は
か
い
鳳
範
，
畔
　
「
．
．
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
き

　
　
　
（
δ
）
全
上
、
．
六
三
頁
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
権
力
と
服
從
の
要
素
が
そ
れ
に
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
特
徴
に
濫
っ
て
法
律
關
係
を
畷
別
す
る
こ
と
は
、
あ
き
ら

　
　
か
に
、
‘
法
律
關
係
の
規
制
の
法
的
方
法
に
お
け
る
聖
別
に
、
す
な
わ
ち
著
者
が
否
定
し
て
い
る
と
ご
ろ
の
規
準
に
も
と
つ
い
・
て
い
お
の
で
　
7
9

料
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
民
法
を
そ
の
樹
象
に
よ
つ
て
規
定
し
つ
つ
」
民
法
的
規
制
の
方
法
O
特
質
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
必
要
で
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
モ

養
あ
る
、
．
と
は
考
へ
な
い
9
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
ア
ル
ガ
ユ
フ
敏
授
が
彼
の
は
じ
め
の
立
場
に
お
い
て
方
法
で
は
な
く
て
民
法
の
規
’
⑲

　
　
制
の
勢
象
に
、
．
す
な
わ
ち
就
會
關
係
の
一
定
の
範
園
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
休
と
し
て
の
周
題
の
か
か
る
解
決
に
よ
り
よ
く
導

・9

「
　
、

♪



■

緯

　
殴

　
　
　
　
　
ノ

。
く
こ
と
は
｝
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
包
さ
ま
ざ
ま
な
著
巻
に
よ
っ
て
固
守
さ
れ
る
他
の
見
地
に
と
く
に
と
ど
ま
ら
す

料
た
・
た
だ
み
つ
か
ら
に
た
い
し
て
反
樹
を
惹
畿
誉
さ
な
い
よ
う
な
且
、
つ
無
倹
件
的
に
承
認
し
得
る
よ
う
な
問
題
の
解
決
が
わ
れ
わ
れ
8
。

養
違
憲
誕
鶴
甕
溺
憶
み
を
指
摘
し
－
る
ま
喰
ひ
の
問
題
の
論
書
な
無
色
け
ら
れ
る
で
あ
．
…

堕
　
・

さ

●

四
一

　
・
科
學
的
に
正
し
い
定
義
を
あ
た
え
る
こ
と
は
、
封
象
の
本
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
ゆ
民
法
の
謝
象
を
規
定
す
る
ヒ
と

璽
民
法
的
立
法
の
諸
規
範
に
よ
っ
て
撹
制
さ
れ
る
諸
無
事
の
難
を
網
羅
し
、
色
で
そ
れ
ら
諸
縢
ρ
う
ち
か
ら
民
法
の
榴
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

あ
る
も
の
を
，
藪
へ
あ
げ
る
こ
ど
を
意
味
す
蓋
ば
か
り
で
な
や
、
所
望
の
法
部
門
の
規
制
の
領
域
に
あ
れ
こ
れ
の
枇
禽
關
係
が
包
含
さ
れ
る

必
然
性
を
條
像
づ
け
る
ど
こ
る
⑳
、
客
観
的
諸
要
因
を
確
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
コ
・
．

ヒ
の
問
題
を
解
決
す
る
券
に
は
昆
法
的
規
制
の
封
象
の
研
復
か
忽
な
ぐ
、
良
法
的
規
制
の
呈
露
聾
す
る
ζ
と
塔
意
義
，

を
吾
の
で
あ
る
。
翼
隻
そ
れ
が
達
筆
書
て
法
的
規
制
の
妻
の
性
肇
興
業
る
が
ゆ
を
展
定
量
腐
で
あ
．
3
し
，

か
し
・
方
法
も
ま
た
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
て
い
る
ρ
何
と
な
れ
ば
、
－
も
し
も
相
異
な
る
法
部
門
の
規
制
の
方
法
が
、
と
く
に
民
法

・
と
行
政
法
の
規
制
の
方
法
が
相
互
に
ち
が
わ
な
い
の
↑
み
れ
ば
、
、
こ
の
二
つ
の
法
都
門
が
自
主
的
に
存
在
す
る
と
い
う
必
要
性
は
な
く
な
、

る
の
で
あ
る
。

　
民
法
三
三
を
他
の
種
類
の
法
律
關
孫
．
か
ら
聖
別
す
る
、
一
．
聯
の
外
面
的
な
特
徴
が
存
在
す
る
。
‘

・
か
塔
な
、
笹
の
特
徴
た
る
も
の
は
、
挙
上
の
権
利
の
保
護
の
方
法
で
あ
る
。
か
跨
議
利
は
、
毒
づ
け
ら
墾
當
薯
が

そ
の
構
利
の
實
湯
を
阻
止
す
る
場
合
に
は
》
，
彼
の
意
思
か
ら
離
れ
て
か
つ
彼
の
駐
輪
に
反
し
て
、
民
事
訴
訟
の
手
綾
に
よ
つ
て
實
現
せ
ら

㌧



、

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
れ
得
る
9
」
　
　
こ
・
　
．
・
9
　
．
　
　
　
．
、
　
　
’
．
．
・
・
　
　
’
　
・

　
　
＼
け
れ
ど
も
、
裁
判
9
訴
訟
上
σ
保
護
と
い
う
特
徴
は
、
す
べ
て
こ
の
民
事
上
の
椹
利
に
と
っ
て
共
通
な
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
民
事
上

　．

ﾌ
単
利
の
み
忙
特
有
な
も
の
で
も
な
い
。
あ
ち
民
事
上
の
構
利
は
行
政
手
下
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
磯
陽
者
に
支
梯
わ
れ
る

　
補
償
の
比
挙
に
か
ん
す
る
争
い
！
一
鵬
四
】
年
三
月
五
日
の
磯
朋
者
お
よ
び
波
術
改
革
者
に
か
ん
す
る
法
令
、
紅
皿
；
一
條
参
照
一
の

　
　
如
き
で
あ
る
Q
ま
た
反
樹
に
、
行
政
法
關
係
か
ら
畿
生
す
る
椹
利
は
、
裁
判
手
績
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
一
九
三
七
年
四
月
’
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
一
十
一
日
附
ソ
同
盟
明
主
執
行
委
員
會
お
よ
び
人
民
委
員
會
議
の
決
定
、
海
ら
び
に
一
九
四
二
年
＋
・
一
月
二
＋
四
日
附
ゾ
同
盟
入
民
委
邑
會

議
の
決
定
に
よ
っ
て
旧
知
さ
れ
る
場
合
の
如
喜
あ
る
。
．

　
　
　
第
二
の
特
徴
は
制
民
法
闘
係
の
叢
生
の
基
礎
と
な
り
得
惹
竜
の
で
あ
る
。
通
常
、
民
法
關
係
は
、
、
當
事
者
の
自
由
な
意
思
表
示
を
そ
ρ

　
　
特
徴
と
し
て
い
る
。
七
か
し
な
が
ら
、
．
ど
．
の
特
徴
は
笙
の
特
徴
に
く
ら
べ
て
、
あ
ら
ゆ
る
民
法
關
係
に
共
通
な
、
ま
た
特
有
羅
後
と

　
　
見
微
さ
れ
る
ご
と
は
る
か
に
す
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
軍
属
閣
係
は
當
事
者
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
で
も
稜
生
し
得
る
。
例
へ
ば
、
撮

　
　
害
を
蒙
ぢ
し
悔
こ
ど
に
も
と
つ
く
義
務
σ
如
き
で
あ
る
。
馳

　　

@
最
後
に
亘
の
行
政
法
塞
藷
係
を
も
行
華
墨
係
を
も
馨
t
め
得
る
の
で
あ
禽
へ
嘆
妻
の
蓮
か
ん
す

　
　
る
有
政
法
令
が
納
入
者
と
受
領
者
と
の
聞
の
．
民
法
關
係
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
彼
等
と
こ
の
法
令
を
下
し
た
灘
關
乏
の
欄
の
行
政
法
關

　，

W
を
設
定
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
　
　
國
　
　
「
．
　
　
　
・
　
　
　
＝
．
：
　
　
「

　
　
　
第
三
の
特
徴
ば
馬
民
法
σ
規
範
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
1
・

籾
．
民
法
の
規
範
の
多
く
零
墨
な
違
も
喪
聞
の
關
係
を
規
制
す
る
も
の
は
、
沿
極
的
な
性
質
を
も
つ
て
い
る
、
け
れ
ど
も
～
の
特
η

養
「
禦
條
件
的
な
蛋
的
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
”
差
、
殆
窒
讐
容
れ
堤
い
の
で
あ
る
。
馳
酷
な
殺
行
肇
規
範
の
あ
る
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
．
も
の
庵
ま
た
消
極
的
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
、
民
法
の
規
範
め
多
く
億
、
し
か
も
耐
會
主
義
諸
機
關
の
聞
の
諸
掃
墨
に
た
、
い
し
て
は
民

’



！

　
　
　
法
規
範
の
墜
倒
的
弓
敏
は
、
行
政
法
規
範
と
同
勢
に
命
令
的
な
性
格
を
も
つ
が
ら
で
あ
る
。
　
　
’
、
∵
　
冠
，

料
最
残
に
、
蜂
蜜
特
徴
と
な
り
得
る
も
の
は
．
民
法
關
係
の
断
絶
の
手
段
で
あ
る
・
債
務
更
改
頼
殺
負
債
冤
除
・
一
方
的
意
思
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
示
等
の
よ
ケ
寒
具
關
係
の
羅
の
手
段
は
・
民
法
の
み
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
う
い
ケ
手
段
ば
・
行
政
法
身
係
に
霊
魂
力
σ

　
　
　
關
係
の
募
的
な
意
思
表
示
…
垂
れ
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
一
を
除
い
て
は
、
他
の
法
部
門
に
は
み
ち
れ
な
い
の
で
あ
発
　
p

　
　
　
　
け
れ
ど
も
、
、
か
よ
う
な
特
徴
は
充
分
に
正
確
な
も
の
で
な
な
い
。
、
何
と
な
れ
ば
、
訪
ら
ゆ
る
民
法
關
係
が
相
殺
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
あ

　
　
　
る
い
は
臨
絶
ざ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
獄
、
物
論
料
を
支
給
す
る
義
務
は
、
相
殺
に
よ
っ
て
三
智
さ
れ
あ
る
い
は
浩

　
　
滅
す
る
こ
姦
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
民
法
關
係
の
薯
は
必
ず
七
も
霧
の
更
改
に
毒
て
は
許
さ
れ
得
な
い
。
そ
雲
、
通
常
．
就

’　

@
會
主
義
諸
機
關
の
間
の
欝
欝
に
夜
い
し
τ
は
許
さ
れ
な
い
刃
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
ゐ
法
律
關
係
の
漸
絶
は
、
市
民
間
の
選
書
に
お
い
て

　
　
　
す
ら
、
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
の
み
許
ざ
れ
て
い
る
。
働
へ
ば
、
、
・
シ
ア
。
ゾ
ヴ
エ
ト
瀧
會
主
義
共
和
國
聯
邦
民
法
典
第
二
三
一
條
は

冤　

@
特
殊
な
事
惰
…
の
も
と
た
の
み
註
丈
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
る
供
給
契
約
の
確
棄
を
許
し
ズ
い
る
。
い
　
亀

　
　
　
　
か
よ
う
に
し
て
㍉
わ
れ
わ
れ
に
㌃
つ
て
列
學
さ
れ
た
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
，
て
、
あ
ら
ゆ
る
民
法
關
係
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
民
法
關
係

　
　
　
の
み
に
と
っ
て
、
特
有
な
も
の
で
ぼ
潅
い
ゆ
そ
し
て
も
し
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ち
す
、
す
べ
て
の
民
法
瀾
係
が
他
の
法
律
關
係
、
・
就

　
　
．
車
、
行
政
法
關
係
か
ち
囁
別
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
構
造
の
．
一
般
的
性
格
に
つ
い
で
も
そ
の
基
本
的
な
要
素
の
特
二
三
に

　
　
　
つ
い
鳶
習
の
讐
的
型
の
法
藁
履
た
る
暴
關
係
が
漿
の
典
型
的
瞥
を
も
つ
、
と
い
重
落
よ
つ
て
明
か
汚
れ
る
の
で

　
　
．
（
、
二
4

　
　
　
あ
る
。
噛

　
　
　
　
（
コ
）
醤
の
難
的
謬
も
つ
關
係
と
し
毒
昆
藷
係
に
か
ん
竃
懸
は
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
貢
つ
イ
。
ア
勇
ナ
ジ
ー
敏

　
　
　
　
　
　
　
授
の
學
位
嚢
証
會
霧
民
法
諾
の
葉
問
題
し
な
る
舞
に
お
い
て
初
め
て
醤
ざ
れ
、
孟
て
詳
細
境
明
さ
れ
た
。
「
レ
ニ
ン
グ
．
一
フ

　
　
　
　
　
　
　
一
に
、
大
學
回
報
」
一
九
四
七
年
沸
・
第
十
二
號
、
九
五
i
一
〇
〇
頁
の
彼
の
論
丈
を
滲
照
せ
よ
o



げ

伽

軸

与

養料
　
民
法
關
係
は
、
あ
ら
ゆ
る
肚
會
關
係
一
般
と
漫
漫
に
、
入
聞
の
相
互
關
係
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
く
乏
も
肉
ろ
の
主
体
間
に
存
在
す
る
。

そ
し
て
そ
の
主
体
の
各
々
は
、
あ
る
い
に
権
利
の
保
持
者
で
あ
る
か
、
あ
多
い
は
義
務
0
保
持
者
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
法
律
關
係
Q
．

爾
當
事
者
に
あ
る
と
と
だ
が
、
、
同
時
に
権
利
と
義
務
の
保
持
者
で
あ
る
か
、
で
あ
る
Q

　
舶
方
的
な
民
法
關
係
め
主
体
間
の
法
的
相
違
は
、
そ
の
一
方
が
椹
利
の
み
を
も
ち
、
他
方
が
義
勝
の
み
を
も
つ
、
と
い
う
セ
と
に
よ
？

て
の
み
明
か
に
さ
れ
る
。
、
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
、

．
そ
の
各
々
に
構
、
利
と
義
務
と
が
属
す
る
と
こ
ろ
の
法
律
關
係
の
爾
當
事
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
相
違
は
浩
滅
す
る
。

　．

ｻ
の
デ
般
的
な
民
法
上
の
規
定
の
槻
鐵
か
ら
す
れ
ば
、
民
法
關
係
の
主
体
は
、
具
鉢
的
な
法
律
關
係
に
お
い
て
破
等
に
課
せ
ら
れ
ゐ
機

能
か
ら
猫
回
し
て
、
準
等
で
あ
る
。
　
魑
・
　
’
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
・
、
　
　
　
．
「
、
」
　
　
「
　
・
　
、

　
権
利
を
も
て
る
主
体
は
一
、
　
一
．
定
の
物
質
的
㊤
法
的
請
求
椹
を
提
起
す
る
可
能
性
の
み
を
も
ち
、
同
時
に
命
令
の
機
能
を
賦
與
さ
れ
て
る

な
い
限
レ
に
お
い
て
、
義
務
を
課
せ
ら
れ
た
法
主
体
は
、
破
に
向
け
ら
れ
ゐ
物
質
的
。
法
的
請
求
権
に
機
能
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
「
椹
利
を
も
て
る
者
に
は
服
從
し
な
い
の
で
あ
る
。
・

　
嚢
務
づ
け
ら
れ
た
者
の
行
詰
は
椹
利
を
も
て
る
者
の
樺
利
の
牲
質
と
内
容
に
即
鷹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
か

ら
特
定
の
行
爲
を
要
求
し
得
る
。
そ
し
て
ご
の
要
求
の
實
現
性
は
法
律
に
よ
っ
て
彼
に
保
誰
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
等
の
附
に
は
、
．

権
力
と
服
從
と
の
關
係
ぼ
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
椹
利
を
も
て
る
者
は
た
だ
樺
利
だ
け
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
命
令
椹
を
も
り
の
で
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
な

い
。
ま
た
養
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
者
は
権
利
の
主
張
に
の
み
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
・
る
の
で
あ
っ
て
、
命
令
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
　
緯
．

、
「
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
，

　
’
行
政
法
關
係
の
主
体
の
法
的
歌
態
は
・
こ
れ
と
異
っ
た
惰
況
に
あ
6
・
行
政
法
關
係
の
主
体
の
繭
方
は
、
彼
が
椹
利
の
保
掛
者
あ
る
い
　
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
爵

は
義
務
の
撮
持
者
と
し
で
あ
、
ら
わ
れ
る
と
と
と
は
無
単
費
に
、
他
方
の
主
体
に
た
い
し
て
命
令
の
機
能
を
仁
君
さ
れ
る
。
後
者
は
、
彼
が



㌔

　
　
　
櫃
利
を
も
つ
て
い
て
義
務
つ
げ
ら
れ
て
い
な
い
き
で
論
え
も
、
前
者
の
命
令
に
星
学
せ
畏
め
ら
れ
ゑ
重
力
と
服
從
の
羅
が
彼
等
を

　
料
・
結
び
つ
け
る
と
き
、
そ
の
際
そ
れ
ら
の
法
主
体
の
い
つ
れ
に
椹
力
の
機
能
が
蹄
屡
す
る
か
、
そ
し
て
彼
等
σ
い
つ
れ
が
服
從
す
べ
き
地
位
雛

養
轟
鰍
鎚
瀬
鞭
矯
係
に
お
い
て
募
が
椹
利
の
保
持
者
で
あ
軌
他
方
が
養
務
の
保
持
者
で
あ
粂
と
、
う
職

　　

@　

s
政
藷
係
の
主
体
の
鶴
捺
は
・
彼
等
の
上
意
離
募
鍵
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
凄
婆
が
行
政
法
の
蔑
器
い
て
占

・
　
　
．
め
る
と
と
ろ
の
、
且
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
等
の
間
に
具
体
的
な
法
律
坐
具
が
設
定
さ
れ
る
と
と
ろ
の
、
一
般
的
な
地
並
に
よ
っ
て
規
定
さ

　
　
　
れ
る
。
そ
b
て
㍗
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
民
法
闘
係
に
お
い
て
と
れ
に
似
海
も
の
を
何
も
見
な
い
な
ら
ば
、
を
の
鴬
と
は
、
戻
法
關
係
と
行

　
　
．
政
法
關
係
と
い
う
二
つ
の
種
忌
め
法
律
關
係
の
相
異
な
つ
潅
主
体
的
構
成
に
よ
‘
つ
て
朝
明
ざ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
・
，
行
政
法
・
關
係
の
主
体
の
一
う
ぼ
、
つ
ね
に
、
行
政
の
機
能
を
行
使
す
る
機
關
で
あ
る
や
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
掛
ば
、
そ
れ
に
課
、
せ
ら
馳

　
　
　
れ
て
い
る
行
政
の
機
物
の
照
隠
内
に
あ
る
す
べ
て
の
他
り
人
々
は
こ
の
機
能
を
行
使
す
る
機
關
に
服
賊
せ
し
め
ら
れ
る
、
乏
い
う
ζ
と
か

　
　
　
ら
欝
呈
し
て
い
る
か
ち
し
て
湘
擾
力
乏
服
從
と
い
う
こ
の
要
素
億
」
具
体
的
な
法
律
…
闘
係
に
お
い
て
．
必
然
駒
な
要
素
と
し
て
泌
ら
わ
れ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
煮
長
し
て
、
禦
の
三
塁
互
の
欄
に
あ
る
い
華
言
主
藷
機
關
の
聞
に
設
詣
れ
る
民
法
降
砂
は
、
そ
央
の
勢
嚢
ぴ

　
　
、
行
政
醗
關
の
嚢
務
的
参
加
を
豫
想
し
な
い
。
、
民
法
の
領
域
に
お
い
て
な
あ
る
主
体
の
他
の
主
休
へ
の
澱
從
乏
い
う
こ
と
は
豫
想
さ
轟
て
い

　
　
　
な
い
か
も
、
権
力
と
服
喪
と
い
う
要
素
ば
、
具
休
的
な
民
法
閣
係
を
構
成
し
な
い
。
か
か
る
要
素
は
、
行
政
法
關
係
の
主
体
と
同
噸
の
機
，

　
　
　
關
が
民
法
三
三
の
主
体
と
な
る
乏
き
，
に
も
》
「
民
法
關
係
を
構
成
し
な
い
ザ
．
　
・
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
」
．

　
　
　
．
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
機
關
は
異
り
た
種
類
0
關
係
に
お
い
て
は
、
異
っ
た
性
質
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
行
政
法
踊

　
　
　
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
機
關
ば
、
組
織
と
行
政
の
機
能
を
行
使
し
、
，
か
っ
こ
の
機
能
が
そ
れ
に
だ
い
し
て
行
使
さ
れ
る
と
と
ろ
の
入



’

陶

評

，
寒
露
に
服
糠
喜
め
藤
關
壱
て
あ
ら
わ
れ
る
。
理
解
重
事
青
、
と
れ
ら
幕
關
ば
、
嚢
的
機
能
を
寝
す
る
機
關

　
　
と
↓
て
あ
ら
わ
れ
、
且
つ
、
か
か
る
機
能
σ
行
使
に
關
し
て
ま
た
そ
の
行
使
の
心
驕
に
お
炉
て
み
つ
か
ら
と
と
も
に
法
律
關
係
に
入
り
之

　
　
む
人
々
と
平
等
な
法
燈
地
位
に
あ
る
乏
こ
6
の
機
關
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
“
た
と
え
、
組
織
と
行
政
の
機
能
を
有
使
ナ
る
機
關
が
具
体
的

　
　
な
藩
法
瀾
係
器
壌
霧
の
丸
腰
で
あ
っ
て
も
∵
あ
霧
な
、
養
魚
鷹
す
る
他
の
葺
者
の
薪
高
様
際
轡
田
該
欝
、

・
の
羅
的
．
行
政
的
蕩
を
そ
の
客
体
と
す
る
限
り
に
歪
で
、
か
か
る
行
政
法
關
係
に
黒
蓋
、
梅
力
環
持
者
は
當
薦
關
で
声

　
　
つ
て
ギ
こ
の
法
律
關
係
の
・
椹
利
を
も
て
る
主
体
で
は
な
い
。

　
　
「
r
こ
れ
に
反
し
て
㍉
．
も
七
も
こ
れ
と
同
一
の
無
意
が
具
体
的
な
民
法
關
係
に
お
け
る
義
務
の
保
持
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
と
の
義
務
は
、

　　

ｻ
れ
に
註
す
る
他
の
當
薯
羅
利
高
義
、
畳
．
薦
關
の
緩
活
動
峯
懇
体
｝
る
辱
耀
い
て
、
か
か
る
民
法
燦
に
・

　
　
お
い
．
て
は
、
構
力
と
虫
卵
の
要
素
は
熱
電
し
な
い
、
そ
し
で
葎
關
係
は
契
約
常
妻
双
方
の
法
語
等
の
原
則
に
し
豪
っ
て
た
て
ら

　
　
れ
る
。
　
」
　
　
‘
　
　
　
　
、
　
監
　
．
　
　
．
　
．
、
・
　

　
　
　
行
政
法
と
民
法
と
い
う
二
つ
の
種
類
の
法
律
關
係
の
主
体
的
構
成
、
お
よ
び
當
該
法
穣
關
係
の
主
体
の
法
的
地
位
に
お
け
る
相
違
、
な

　
　
ら
が
に
當
該
法
律
關
係
の
客
体
に
雰
る
相
違
は
、
．
こ
ん
ど
は
、
．
怯
律
關
係
が
寳
誓
れ
る
秩
序
の
相
違
を
條
件
づ
け
る
。
　
　
、
・

　
　
．
権
か
機
關
あ
る
い
は
行
儀
關
ば
、
行
政
法
瀾
係
に
毒
る
構
能
驚
て
皇
体
と
し
｛
た
と
え
あ
ら
ゆ
霧
倉
慰
毛
髪

．
澹
せ
よ
、
少
－
と
も
、
と
の
法
瀦
倦
葬
る
他
の
悪
霊
曇
せ
説
義
務
の
履
行
を
墨
曽
鱗
電
蓄
の
蓬
例
で
あ
．

　
，
る
コ
何
と
な
れ
ば
、
彼
嫁
義
務
づ
け
ら
れ
た
主
体
に
た
い
し
て
命
令
の
機
能
を
賦
與
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
届
。
．
～
　
　
　
　
　
　
　
断

料
r
轟
零
し
て
綬
電
蓄
は
も
っ
て
い
る
が
、
・
次
に
は
伺
時
器
禽
心
確
賦
與
説
て
い
な
い
と
と
ろ
の
民
法
關
倦
歯
C
り

養
　
い
て
は
、
か
れ
は
岱
か
れ
0
契
約
當
事
者
忙
課
せ
ら
れ
て
い
る
義
務
ぷ
後
者
に
よ
っ
て
勝
手
に
履
行
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
義
務
を
町
制
的
弓

　
　
℃
實
現
せ
し
め
る
た
み
に
は
か
れ
の
喫
約
當
事
者
を
服
從
せ
し
め
る
乏
ご
ろ
の
命
令
機
心
あ
る
い
倣
椹
力
機
關
の
援
助
を
必
要
と
す
る
場

5



　
　
合
に
．
お
い
て
の
み
掬
か
れ
の
契
約
當
事
者
が
負
う
て
い
る
義
務
の
寳
現
を
自
主
的
に
講
求
も
得
る
の
で
あ
る
。

料
　
　
か
よ
う
に
し
て
v
民
法
關
係
は
、
そ
の
あ
ぢ
ゆ
る
要
素
に
お
い
て
行
政
法
器
僚
か
ら
相
互
に
次
の
ポ
う
に
匠
別
さ
れ
監
。
　
　
　
　
　
．
8
6
・

聾
『
・
難
2
驚
檬
に
轡
て
唾
罵
の
關
係
と
・
勢
と
服
從
の
關
倦
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
二
、
主
事
的
構
成
に
貸
し
て
は
、
・
経
濟
的
機
能
を
行
使
す
る
機
關
と
σ
關
係
と
、
組
織
お
よ
び
行
政
の
機
能
を
行
使
す
る
三
三
ど
の
關
　
1
9

　
　
係
。

　
　
　
三
、
．
篠
に
慣
し
森
が
當
商
舗
の
醤
蕩
と
關
聯
芸
法
器
監
製
、
そ
の
機
關
の
懇
的
。
震
確
動
と
霧
せ
る
法
律

　
．
蘭
係
◎
　
　
，
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
．
馬
　
　
　
－

　
　
　
四
、
椹
利
乏
義
務
の
範
園
に
關
し
て
は
、
講
求
擢
と
し
て
の
灌
利
に
封
鷹
す
る
義
務
と
西
命
令
と
し
て
の
椹
能
黛
封
遇
す
為
嚢
務
。

　
　
喘
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
民
法
關
係
と
行
政
法
關
係
さ
が
こ
と
な
っ
た
欝
造
的
型
の
關
係
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
も
し
も
同
時
に
種
、

　
　
々
の
溌
會
長
葱
、
と
く
に
財
産
關
係
が
民
法
的
秩
序
に
よ
っ
て
も
行
政
法
的
秩
序
に
よ
っ
て
も
規
制
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具

　
，
体
的
な
場
合
に
お
け
る
民
法
關
傑
と
行
政
法
關
係
と
の
闇
の
匠
別
を
な
す
た
め
に
ぼ
、
所
與
の
法
律
慰
書
が
民
法
關
係
の
型
の
構
慧
的
特
・

　
　
徴
に
適
し
．
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
行
政
法
的
型
の
構
造
的
特
徴
に
照
遣
し
て
い
る
か
、
・
と
い
う
と
と
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
．

　
　
　
護
法
關
係
と
行
政
法
混
書
と
の
留
別
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
こ
の
経
験
的
結
論
で
全
く
充
分
な
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
馬
民
法
と

　
　
行
政
法
と
の
匿
別
の
．
理
論
的
…
固
題
が
こ
れ
に
よ
っ
て
汲
み
つ
く
述
れ
掩
の
で
は
な
い
。
　
．
・
㌃
　
　
　
．
　
　
　
　
層
　
　
　
　
’
．
・
．
・

　
　
　
何
と
な
れ
ば
、
課
題
は
、
民
法
關
係
の
構
造
的
特
徴
を
記
述
す
る
こ
と
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
ま
つ
で
あ
る
激
禽
關
係
が

　
　
民
法
的
型
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
と
き
他
の
種
類
の
砒
會
醐
係
が
、
ま
た
こ
と
な
っ
た
歴
史
的
段
階
に
お
い
て
は
第
一
の
も
の

　
　
と
同
じ
就
家
学
係
が
、
．
行
政
法
的
型
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
客
観
的
な
原
脚
と
要
因
と
を
就
轟
定
す
る
こ
と
塾
す
る
の
で
あ

　
・
、
る
。

＼



口
現
實
に
存
在
す
る
如
何
な
る
妻
戸
と
要
函
と
が
こ
の
場
合
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
客
観
的
に
存
在
ナ
る
如
何
な
る

合
法
則
性
に
よ
つ
て
條
件
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？

γ

ノ∂

一

　
　
　
わ
が
國
の
丈
献
に
お
け
る
支
配
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
㌣
－
民
法
的
規
制
の
封
事
を
な
し
、
か
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
民
法
的
規
制
の
方
法
の
特
．

　
．
殊
性
が
規
定
さ
れ
る
、
激
會
關
係
の
領
域
の
性
格
と
内
容
と
が
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
民
法
的
規
制
0
方
法
を
そ
れ
に
適
用
す
る
こ
と
を
そ
の
性
質
上
客
観
的
に
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
胱
會
蘭
係
の
三
園
を
．

　
　
確
定
す
為
こ
と
一
ま
さ
レ
ぐ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
民
法
的
規
範
の
作
用
の
一
般
的
限
界
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
－
1
一
で
充
秀
で
あ

　
　
ゐ
、
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
民
法
の
規
制
の
封
象
的
規
定
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ

　
　
　
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
方
法
論
的
な
途
が
き
め
ら
れ
て
い
る
野
葬
的
明
瞭
性
に
も
か
か
わ
ら
す
、
こ
れ
ま
で
誰
魁
ま
だ
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
．
の
正
↓
い
解
決
を
提
起
し
、
そ
し
て
そ
の
規
制
の
野
象
に
し
た
が
つ
《
民
法
の
概
念
を
つ
く
り
あ
げ
る
之
と
に
成
功
し
て
い
な
い
。
、
．

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
・
ト
民
法
は
肚
愈
主
義
歓
會
の
財
産
關
係
を
規
制
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
就
會
主
義
法
の
憎
部
門
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
と
き
に
、
’
か
よ

　
、
う
な
規
定
は
之
の
講
の
論
理
的
意
味
に
お
い
て
正
確
な
も
の
で
は
な
い
Q
何
と
な
れ
ば
、
財
産
關
係
は
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
規
範
に
よ
っ
て
、

　
　
る
ま
た
規
制
さ
れ
る
か
ち
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
規
定
を
現
實
に
民
法
規
範
に
包
含
さ
れ
る
就
會
關
係
の
緬
和
に
適
興
せ
し
あ
る
た
め
に
、
、
國
家
行
政
の
秩
序
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
8
7

料
な
浴
驕
集
暴
に
關
癒
す
る
、
ど
珍
董
を
指
示
す
る
形
式
器
け
る
遡
的
専
制
ハ
性
（
鳥
響
・
蓄
・
・
寅
瞭
君
を
こ
窺
e
身

養
蚕
に
附
加
す
る
と
ぎ
に
、
か
よ
う
な
規
定
は
、
た
と
ひ
そ
れ
が
形
式
論
理
的
観
瓢
か
ら
す
れ
ば
充
分
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
問
題
の
　
1
9

　
　
本
質
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。



／

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭

　
　
．
，
か
か
る
規
定
は
、
た
だ
外
見
的
に
の
み
封
象
的
規
定
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
．
そ
の
場
合
、
規
制
の
封
象
自
体
は
規
定
さ

蒋
　
れ
な
い
ま
ま
に
獲
る
か
ら
で
あ
る
ρ
そ
れ
ゆ
え
に
♪
か
か
る
規
定
が
民
法
の
概
念
を
規
矩
す
、
る
こ
と
が
で
を
な
い
の
は
、
襲
爵
で
あ
る
。
　
8
8
．
．

簿
當
藍
部
門
に
攣
る
幾
覆
を
襯
の
封
饗
適
用
す
る
柔
必
署
嚢
と
い
う
豪
規
制
嶺
の
性
格
か
略
不
の
、

　
　
可
避
的
必
然
性
を
も
つ
て
出
て
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
ぎ
に
の
み
、
規
制
の
封
象
は
そ
れ
に
相
弔
す
る
法
部
門
が
作
用
す
る
範
慨
を
現
實
「
1
9

　
　
た
規
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
財
産
關
係
ば
、
’
そ
の
性
属
土
董
巾
が
必
然
蘭
に
民
減
規
範
に
よ
っ
て
洩
し
伽
も
民
職
規
範
の
み
に
ま
っ
て
規
制
さ
れ
湘
ば
な
ら
な
い
乏

　　

ｿ
場
合
に
蛍
ぢ
み
、
事
事
民
法
の
蒲
す
る
蘭
を
規
定
す
盈
ゑ
う
。
し
か
七
漂
ら
、
ぎ
牽
く
財
産
豆
肉
そ
は
．

，
そ
の
性
篁
、
掻
的
秩
序
腹
ぞ
若
駒
法
的
秩
序
に
よ
っ
て
窺
制
零
れ
得
る
ぞ
い
う
ご
と
烹
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
■
曰
う
の
財
産
關
係
が
み
る
法
部
門
に
包
含
さ
れ
、
他
の
財
産
關
係
が
別
の
法
部
門
に
包
含
さ
れ
る
と
い
う
事
情
、
あ
る
い
は
同
一
σ
財
産

儒
係
が
彊
の
時
期
に
は
民
選
き
蒲
製
ら
燈
燭
の
蟷
噸
震
法
に
よ
っ
て
鍋
せ
ら
れ
る
と
い
董
健
謀
關
係

　
’
自
猟
の
性
格
の
み
に
よ
つ
て
明
腺
に
読
明
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
（
＝
一
）
　
わ
れ
わ
れ
は
、
．
誤
解
を
遜
け
る
た
め
に
、
財
産
闘
係
ば
か
り
で
な
く
、
市
昆
の
個
入
的
な
雰
財
産
的
擢
利
と
閣
馳
せ
る
關
係
を
も
民
法
の
領
域

　
　
、
，
　
　
　
に
闘
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
引
こ
と
を
と
く
忙
脚
柱
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
法
の
概
念
の
研
究
は
、
就
申
罠
法
的
規
制
・

　
　
　
　
　
　
の
叢
を
署
す
る
財
産
關
係
の
裾
に
學
る
問
題
に
よ
そ
極
め
瀬
型
て
い
る
奮
、
お
れ
わ
れ
は
、
、
．
、
．
、
で
三
三
濡
係
の
分
・

　
　
　
　
　
　
析
に
限
定
す
る
だ
け
で
目
的
に
か
な
弓
も
の
で
あ
る
乏
考
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
し
た
が
っ
て
㍗
規
制
さ
れ
た
關
係
の
分
析
に
の
み
も
と
づ
い
て
は
、
民
法
は
輩
一
な
る
杜
贈
主
義
法
休
系
の
部
門
と
し
て
存
在
す
る
、

　
　
と
い
ケ
盟
に
決
し
て
答
へ
る
ご
と
は
で
襲
い
・
凝
鮒
さ
れ
善
關
係
の
分
析
の
結
果
か
ら
は
・
か
か
る
瀾
擬
減
そ
2
三
三
性

　
　
．
格
と
再
的
本
性
に
お
い
て
客
観
的
に
存
在
し
か
つ
現
實
に
可
能
な
も
σ
の
う
ち
如
何
な
る
法
的
方
法
に
よ
る
規
制
に
適
合
す
る
か
、
と
い



　
　
う
問
題
に
允
い
す
届
答
が
得
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
・
　
一
　
　
　
・
　
　
　
　
．

　
　
㌧
か
く
℃
、
租
税
關
係
の
分
析
は
、
租
税
關
係
は
行
政
法
的
秩
序
に
よ
ρ
て
の
み
規
制
さ
れ
得
る
、
ど
い
う
ご
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
、
反
野
に
・
市
民
間
の
財
産
關
係
の
性
瞥
特
殊
性
は
・
・
民
法
窺
制
の
方
法
の
み
が
こ
の
關
倭
驚
さ
れ
得
る
・
乏
い
う
と
と
を
示

　
　
し
て
い
る
q

　
　
　
最
後
に
、
穀
物
の
調
蓬
淀
識
す
る
關
係
、
あ
る
“
は
枇
愈
主
義
諸
雛
關
、
と
と
に
原
新
、
設
備
、
層
燃
料
を
供
給
す
ゐ
感
量
の
よ
う
な
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
l
三
は
、
膿
的
に
考
穿
話
復
論
馨
に
よ
っ
て
も
．
提
蘭
書
に
よ
っ
て
も
規
制
さ
れ
讐
。
．
二
・
．
．
．
’
．
、

　
　
　
か
よ
う
に
隔
法
面
規
制
を
必
要
と
す
る
財
産
關
係
は
、
．
あ
る
場
合
に
は
そ
の
法
的
規
制
の
た
だ
一
つ
の
可
能
な
方
法
の
み
を
豫
想
す
る
．

　
　
■
が
厚
薄
の
手
合
に
ほ
財
産
關
係
に
客
観
的
に
適
用
憶
れ
る
若
干
の
法
的
方
怯
の
選
揮
の
範
煙
を
定
め
て
い
藩
。
も
し
も
特
定
の
種
類
の
財

　
　
産
悟
道
の
性
質
が
た
だ
一
つ
の
法
的
方
法
の
み
の
そ
れ
へ
の
粗
暴
の
可
能
性
葎
許
容
す
お
と
す
れ
ば
、
こ
の
溝
的
方
法
は
所
與
の
周
回
欄

　
　
係
に
醐
附
す
る
自
己
の
立
法
的
市
設
を
か
ち
6
》
0
1
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
期
産
關
係
が
そ
の
性
質
上
種
々
0
法
的
方
法
の
そ
れ
へ
の
適
用
の

　
　
可
能
性
を
許
容
す
る
な
ら
ば
、
・
選
択
の
篤
圃
が
富
家
自
体
忽
よ
づ
て
表
示
さ
れ
る
か
ぎ
の
、
如
何
な
る
寒
々
方
法
が
財
産
關
係
に
現
實
に

　
　
・
適
用
さ
鷲
か
と
い
ふ
問
慶
山
立
法
的
幾
に
薩
て
咲
規
制
の
翼
穣
ば
か
り
で
な
く
、
あ
叢
の
外
登
臨
と
ご
ろ
の

　
　
．
諸
事
情
ど
諸
要
因
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
　
．
　
．
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

．
　
　
　
工
艶
ゲ
ル
ス
は
書
払
て
い
る
Q
　
　
．
　
　
　
．
「
　
　
「
．
，
　
　
　
　
　
ド
、
　
　
　
．
．
　
　
・
　
　
・
．
、
．
　
・
9
、
　
　
－
．

　
　
　
「
個
々
の
入
職
を
行
動
に
か
ゆ
浸
ズ
る
も
の
は
、
、
す
べ
て
、
彼
の
．
頭
を
通
っ
て
彼
の
意
思
に
作
用
す
る
。
悪
様
に
、
市
民
面
繋
の
あ
ら
ゆ
8
9

翻・
　
　
．
駐
慰
細
謹
全
体
の
意
思
も
同
じ
だ
が
、
ぞ
0
形
式
的
な
意
思
は
ど
う
い
ふ
」
内
容
を
も
つ
て
い
る
か
、
そ
し
て
t
の
丙
容
は
ど
こ
か
ぢ
く
る



〆

！

養料

の
か
、
そ
し
て
意
思
は
な
ぜ
あ
る
方
向
に
向
け
ら
れ
る
が
他
の
方
向
に
向
け
ら
れ
な
い
の
か
、
と
い
ふ
ご
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ご
の
・

冊
題
に
聚
い
す
る
答
を
求
め
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
近
代
の
歴
史
に
お
い
て
は
國
家
意
思
は
市
民
融
手
の
攣
化
す
る
要
求
に
之
・
2
q

つ
て
・
．
あ
階
級
か
あ
の
階
級
が
優
勢
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
・
規
定
さ
窒
の
で
あ
り
・
結
局
の
と
こ
ろ
・
生
産
力
麦
馨
諸
條
件
と
η

」
の
震
に
よ
っ
て
規
蜜
砦
も
の
で
あ
る
・
と
い
奮
と
雪
見
玄
の
で
軽
．
5
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
（
ご
二
）
　
プ
リ
重
ド
リ
ヒ
，
工
芝
ゲ
川
ス
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
」
、
マ
ル
ク
ス
●
エ
ン
魂
グ
ル
ス
全
集
、
ロ
シ
タ
版
第
十
咽
巻
、
六
七
一
頁
、
郭
訳
マ
「

　
　
　
　
ル
ク
ス
●
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
十
五
巻
下
、
四
九
五
頁
謬
照
。
．
．

　
か
よ
う
に
、
市
民
薫
習
の
要
求
に
立
法
的
承
認
を
．
あ
た
え
る
三
家
の
意
思
、
こ
れ
は
こ
と
が
ら
の
形
式
的
な
僻
面
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
，
嵐
會
關
係
に
た
い
し
て
國
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
、
こ
れ
ら
蔵
寒
土
係
の
一
定
の
総
和
を
法
・
的
に
規
制
す
る
こ
の
特
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

殊
な
方
法
も
ま
疫
、
形
式
的
な
要
素
で
あ
る
。
　
、
　
・
．
、
　
、
　
　
　
．

喪
肚
會
の
案
腸
質
駿
も
の
で
あ
σ
て
、
そ
の
案
の
特
毯
は
、
肚
會
關
係
の
、
憂
の
形
態
の
選
択
慣
れ
の
立
法
的
懇

の
必
然
性
を
條
件
グ
け
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
－
　
　
・
一

　
早
し
も
こ
の
要
求
が
所
業
の
法
部
門
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
三
里
の
魁
會
關
係
か
ら
の
み
爽
生
す
る
な
ぢ
ぱ
、
そ
の
と
き
問
題
憂
体
の

解
決
は
何
の
困
難
も
ひ
を
お
こ
さ
な
い
？
す
な
わ
ち
、
所
轄
の
法
器
附
の
範
園
は
、
そ
の
欝
象
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
法
部
門
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

っ
て
規
制
さ
れ
る
具
体
的
な
三
三
關
係
に
よ
っ
て
蒲
表
示
ざ
れ
る
で
あ
ら
ケ
α

し
か
し
な
が
ら
、
愉
民
審
の
案
場
所
與
の
法
都
門
髪
っ
て
規
制
さ
れ
る
所
輿
の
杜
無
機
か
ら
の
塗
生
す
る
の
で
は
な
く

・
て
、
，
麿
禽
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
出
塁
の
総
和
に
よ
っ
て
、
結
局
の
と
と
み
、
生
産
力
と
交
換
の
諸
條
件
の
爽
展
に
よ
っ
て
、
規
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
．
　
．
③

そ
れ
ゆ
え
禁
野
へ
ば
憂
し
嘉
實
の
立
業
了
）
た
が
っ
て
笹
島
戴
凝
望
鶏
餌
の
分
配
の
秩
序
を
つ
て
奪
紫

メ
／



冶

O

　
な
ら
ば
、
法
的
規
制
の
か
よ
う
な
方
法
の
選
択
ば
、
材
料
と
設
備
の
分
配
に
か
ん
す
る
領
導
自
体
か
ら
焚
生
す
る
諸
要
求
ば
か
り
で
な

　
く
、
か
か
る
野
象
が
生
産
さ
れ
る
諸
條
件
に
ま
っ
て
も
、
ま
た
℃
れ
ら
の
劉
象
に
關
係
す
る
就
網
主
義
経
濟
の
要
求
に
よ
っ
て
も
、
條
件

　
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
そ
れ
み
つ
か
ら
に
よ
っ
て
、
み
つ
か
ら
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
、
．
材
料
と
設
備
の
供
給
は
、
直
接
的
な
行
政
法
的
分
配
の
形
式
に
よ
つ

　
　
て
も
、
回
る
い
は
所
謂
自
歯
な
契
約
秩
序
に
よ
っ
て
も
、
途
行
ル
選
一
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
．
け
れ
ど
も
、
わ
が
杜
會
の
要
求
の
総
計
は
、
ま
た
全
体
と
し
て
の
肚
會
主
義
生
産
の
物
質
葡
諸
條
件
は
㍗
こ
の
融
會
魔
窟
へ
適
用
さ
れ

　
　
得
る
、
あ
ら
ゆ
る
抽
象
的
に
可
能
な
◎
法
的
規
制
の
方
法
の
う
ち
、
所
與
の
歴
史
的
諸
三
塁
の
も
と
に
お
い
て
た
だ
一
つ
可
能
で
あ
り
か

　　

N
確
か
な
ふ
も
の
，
の
み
が
饗
殴
認
識
さ
れ
る
、
ど
い
ふ
こ
と
に
導
の
で
あ
る
。
　
・
、

　
　
．
か
よ
う
に
七
て
、
物
的
諸
要
求
は
、
社
會
關
係
を
規
糊
す
る
法
的
方
法
の
確
定
に
お
い
て
一
定
の
二
者
択
一
を
許
容
す
る
、
任
意
の
融

　
・
會
關
係
か
ら
嚢
生
す
る
の
で
あ
る
。
肚
會
關
係
が
他
の
就
単
機
係
な
ら
び
に
そ
れ
か
ら
獲
生
す
る
杜
會
の
物
質
的
要
求
か
ら
孤
立
し
て
、

　
　
そ
れ
み
つ
か
ら
と
し
て
考
察
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
枇
連
綿
係
は
種
々
の
法
的
方
法
の
み
つ
か
ら
へ
の
適
用
の
抽
象
的
可
能
性
を
回
想
す

　
、
ゐ
塘
あ
ら
う
。
杜
會
關
係
が
、
そ
れ
み
つ
か
ら
ば
か
の
で
な
く
鳥
撃
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
條
件
の
総
荊
か
ら
獲
生
す
る
、
具
体
的
な

　
　
物
質
的
要
求
の
観
黙
か
ら
考
察
さ
れ
る
と
ぎ
に
は
、
特
定
の
．
歴
史
的
條
件
の
も
と
に
お
い
て
は
、
そ
の
肚
會
關
係
ぼ
所
與
の
具
体
的
な
法

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
的
方
法
の
み
に
よ
っ
て
規
制
ざ
れ
う
る
し
且
つ
規
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
9
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
・

　
　
　
か
よ
う
に
し
て
、
就
會
關
係
の
・
一
定
の
総
和
を
規
制
す
る
た
め
に
喪
家
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
法
的
方
法
は
、
規
劃
の
野
象
に
よ
っ
て

癖
　
ば
か
り
で
な
く
、
海
事
生
活
の
物
質
的
田
鼠
か
ら
嚢
生
す
る
肚
會
の
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
要
求
の
総
和
に
よ
つ
て
、
豫
め
定
め
ら
れ
る
の
で

養
あ
る
。

　
　
　
蜆
制
の
裂
は
、
客
観
的
に
存
在
す
る
法
努
法
歯
象
に
抽
象
的
藁
筆
さ
れ
墓
撃
方
塗
の
聞
の
灘
の
範
園
を
饗
す
る
。
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’
r
　
こ
の
退
園
は
、
・
そ
れ
み
つ
か
ら
ん
唯
一
可
能
な
法
的
方
法
あ
る
い
は
若
干
の
可
能
な
法
的
方
法
を
含
み
つ
つ
」
謝
象
の
性
質
に
よ
っ
て
、

　
　
・
揮
と
認
誰
と
を
規
箏
る
の
で
あ
る
。
F
　
．
層
．
，
　
、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，

　　

@
肚
篁
盗
塁
の
物
質
的
利
粂
そ
落
會
の
要
求
と
菰
，
溝
響
表
護
れ
る
ツ
ヴ
ェ
嚢
の
薦
意
思
菰
撃
ち
つ
ぐ
る
、
．

　
　
杜
會
主
義
杜
會
の
成
員
の
一
定
の
嘗
胆
を
保
障
す
る
法
的
手
段
た
る
法
律
は
、
曳
就
會
主
義
國
塚
ぶ
意
識
的
に
提
起
し
た
目
的
を
達
成
し
、

　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
の

　　

C
三
三
玄
奮
の
；
の
護
と
し
話
ち
わ
れ
る
。
（
膏
∵
　
£
　
・
，
．
、
・

　
　
　
㌦
し
か
し
、
よ
，
ス
尋
イ
・
ア
ス
カ
ナ
ジ
ー
教
授
が
注
意
す
る
よ
う
に
、
法
律
は
、
鈍
才
主
義
國
家
主
意
識
的
に
提
起
し
た
目
的
を
達
成

　
　
し
、
・
任
務
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
ソ
ゲ
エ
・
ト
市
民
の
行
爲
を
保
愛
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
命
令
の
方
法
を
も
、
行
政
法
的
禁
止

　
　
馳
の
方
法
を
も
覧
ま
た
民
法
的
規
制
の
方
法
を
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ
ヴ
エ
ト
嫡
家
は
、
紅
會
主
義
的
諸
關
係
の
特
定
の
三
門
の
、

　
　
．
・
法
的
規
制
の
た
め
の
具
鶴
な
方
響
認
誰
↓
つ
つ
、
ゐ
が
審
繕
の
物
質
的
條
件
の
難
協
謹
會
の
誰
の
鵠
法
則
奮
、

　
　
，
「
ご
0
地
盤
の
上
に
獲
生
し
、
・
そ
し
て
そ
れ
に
從
σ
て
ソ
ザ
ェ
ト
國
家
が
一
定
の
目
的
と
任
務
と
を
捷
起
す
乃
杜
會
葡
要
求
と
利
釜
か
ち
、
、

　
　
ま
た
國
家
が
提
起
し
た
目
的
を
最
大
限
度
に
迅
速
に
か
つ
最
も
有
効
に
達
成
し
そ
し
て
國
家
の
提
起
し
た
課
題
を
同
様
に
解
決
す
る
た
め

　
　
　
に
保
障
遷
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
ソ
ヴ
エ
．
ト
市
民
の
就
會
的
有
爲
の
性
格
か
ら
、
出
干
す
る
コ
も
し
も
、
民
法
が
繋
止
σ
物
質
的
要
求

　
　
・
を
満
足
せ
し
め
隔
ソ
ヴ
エ
｝
市
民
の
必
要
な
行
爲
を
保
障
す
る
こ
と
を
最
も
よ
《
促
進
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
國
家
は
民
法
を
選
び
、
そ
し

　
　
　
で
歳
會
關
係
の
所
與
の
部
門
の
法
的
規
制
の
方
法
と
し
て
民
法
を
認
饗
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
一
四
）
　
前
回
ア
ス
カ
ナ
ジ
i
数
授
の
諭
丈
、
・
一
〇
〇
頁
を
参
照
せ
よ
。



鷹

再

k

　
　
　
か
乱
ヶ
に
し
で
、
民
法
的
立
法
の
諸
規
範
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
を
き
め
る
た
め
忙
は
、
．
次
の
よ
う
な
事
情
が
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

勾
　
　
（
一
）
　
そ
れ
に
よ
っ
て
民
法
關
係
が
特
殊
な
構
造
轡
型
の
關
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
、
民
法
的
規
制
の
方
法
の
特
殊
性
、
噛

　
　
（
二
）
　
民
怯
的
規
制
の
方
法
が
枇
會
爆
撃
へ
適
用
さ
わ
る
可
能
性
を
練
件
づ
け
る
肚
會
關
係
の
客
観
的
性
質
翫
・
（
三
）
物
質
的
に
條
件
づ

　
．
廿
ち
れ
そ
し
て
瀧
會
主
義
國
家
《
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
、
目
的
と
任
務
。
そ
㌔
て
、
か
か
る
目
的
と
任
務
は
、
所
帯
の
杜
會
關
係
へ
民
法

　
　
的
規
制
σ
方
法
が
適
用
憶
れ
る
必
然
性
を
豫
回
す
る
。
・

　
　
　
周
知
の
よ
う
忙
、
財
墨
型
係
の
特
定
の
囎
の
み
が
、
な
ら
び
に
喪
の
個
人
的
な
非
財
産
的
椹
利
と
關
聯
雪
下
關
係
も
建
、
民

　
　
法
葡
規
制
の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
許
容
す
ち
。
こ
れ
ら
の
關
係
は
民
法
關
係
激
闘
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
船
得
る
。
も
も
竜
、

　
，
と
れ
ら
諸
關
係
が
自
己
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
民
法
的
方
法
の
み
を
み
つ
か
ら
に
適
用
す
る
可
能
性
む
許
容
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
も

　
　
し
も
、
，
種
々
の
法
的
方
法
が
か
か
る
諸
關
係
へ
癒
用
さ
れ
ち
客
観
的
可
能
性
が
存
在
す
る
場
合
に
Y
國
家
が
み
つ
か
ら
提
起
し
た
目
的
と

　
　
任
務
写
照
饗
し
て
民
法
的
規
制
の
方
法
を
選
択
す
る
と
す
れ
ば
、
と
れ
ぢ
諸
關
係
は
民
法
關
係
の
型
に
し
た
が
つ
セ
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
　
　
～

　
　
な
い
。
．
．
．
・
「
．
、
、
　
、
・
　
噛
」
．
、
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
　
「
　
　
　
．
．
　
　
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
か
嫌
う
激
諸
事
情
の
二
黒
の
み
が
酒
他
の
形
態
の
法
的
關
係
か
ら
旺
別
さ
れ
る
民
法
關
係
の
概
念
の
一
般
納
規
蓄
電
な
す
た
め
の
、
し
」

　
　
か
も
こ
の
基
盤
に
訟
い
て
、
畢
一
な
る
ツ
ヴ
エ
ト
肚
買
主
義
法
の
休
系
の
」
榔
門
と
し
て
φ
民
法
の
規
定
を
な
ナ
た
め
の
、
充
分
な
前
提

　
　
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
に
思
は
れ
ゐ
。

　
　
」
ソ
ヴ
ェ
ト
枇
會
主
義
民
法
蘭
係
は
縛
有
な
構
造
朗
型
の
怯
律
關
係
で
あ
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
民
法
罵
倒
の
構
造
的
特
質
は
、
そ
の
構
造
の
一
　
9
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
つ
い
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
五
指
ほ
、
も
し
も
そ
れ
が
、
み
つ
か
ら
の
客
槻
的
性
格
に
し
た
が
っ
て
、
民
法
的
規
制
の
方
怯
の
み
が
’
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み
つ
か
ら
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
許
容
す
る
な
ら
ば
、
民
法
關
係
の
型
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
も
と
れ
ら
の
諸

、
關
係
が
、
み
グ
か
ち
の
客
観
的
本
性
に
し
た
が
っ
て
、
民
法
的
方
法
ば
か
り
で
な
く
行
政
法
的
方
法
を
も
み
つ
か
ら
に
適
用
さ
れ
る
可
能
　
9
4

す
れ
ば
・
そ
の
場
合
に
ぼ
こ
転
ら
三
筆
僚
は
、
民
法
關
係
の
型
に
し
た
が
っ
て
購
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
　
（
終
）
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